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　1989年に障害を持つ３名の仲間が集まって

「障害者ワープロフロアー」を設立してから20

年が経過しました。これまでの多くの関係者の

人たちのご努力で今日を迎えることができたも

のと心から感謝と敬意を表します。

　ライフがとり組んできた活動を振り返って見

る前に福祉の原点について少し考えてみたいと

思います。

　福祉とは何か。広辞苑を引いてみると「福祉

とは幸福を意味する。公的扶助による生活の安

定と充足」と記してあります。つまり、人間が

人間らしく幸福に暮らすための施策が、福祉政

策であり、その基本に立ち戻れば、現状の歪み

に、嫌でも気づかざるを得ません。こんなこと

はいまさらとは思いますが、もう一度福祉の定

義を再確認すべきではないでしょうか。福祉

は、施しではないにもかかわらず受益者に対し

て、高圧的な態度で対応してきた行政、人並み

の生活をしてはいけないような錯覚を起こし、

人目を気にして暮らす生活保護の受給者、福祉

予算は特殊な人の予算だから、財政に負担をか

けないようにすべきだと主張する政治家など、

おかしな「福祉」が横行している現状は目にあ

まるものがあります。生まれてきた人間が幸せ

に生き、人生を終えるまでの支援の形態であっ

て、決して施しではないことを再認識し、私た

ちの生活をもう一度振り返ってみる必要があり

ます。

　北海道に暮らして、豊かな生活を実現するた

めにも、福祉政策、福祉活動はきわめて重要で

あり、なにも主張もせずに黙っていたのでは何

も変わりません。

　「障害者ワープロフロアー」を立ち上げた当

時の仲間は、福祉的就労に頼った考え方ではな

く、社会に存在する矛盾や差別を見抜き、それ

らを取り除くために仲間とともに、主体的に社

会に働きかける行動を継続的にとり組んでいく

ことをめざしてきました。

　自立とは、施設や家族から離れて日々テレビ

やパチンコに明け暮れることが、個人の選択の

一つにあるにせよ社会的自立とは言い難いので

はないでしょうか。それは障がい者自ら主体的

に社会に働きかけようとする生き方とは違うか

らです。

　障がい者が抱える問題は、何も障害があるか

ら不幸であったり、障害そのものによる問題で

はなく、障害があることで不利益を被ったり、

障がい者が一人の人間として当たり前に生きら

れない状況こそが問題なのです。

　そういう点から障がい者の問題は社会の側に

あるわけです。「障がい者だからそんな状況に
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置かれても仕方がない」という一人ひとりの諦

めの意識が今日の社会の中での障がい者の状況

を容認したり、追認したり、障がい者の生き方

を決めたりしており、それぞれの人の意識の中

に障がい者問題があるといえるのではないで

しょうか。

　障がい者の自立生活を実現していくために

は、個々人の障がい者の努力のみに自立を委ね

るのではなく、自立を阻むさまざまな社会的障

壁を社会全体で取り除いていくことが重要と考

えるわけです。しかし、現実には多くの課題を

抱えています。

　大きな問題の一つに住宅問題があります。自

立をして一人暮らしをしていても年老いて介護

が必要な人、親が高齢化して一緒に暮らすこと

が困難になってきた人など、高齢化が進行する

ことによる「介護と住宅」の問題は近々の課題

となっています。

　勿論これは高齢社会全体の課題ですが、しか

し、介護保険導入に向けた国民的な議論をされ

てきた、その陰のところで障がい者の高齢化に

対する生活不安は持ち続けられていた問題でし

た。なぜなら、障害をもっているがために介護

保険がらみの施設からは入所を拒絶されてきた

ことを体験し、障がい者に対する差別が歴然と

あるからです。

　そのためには障がい者のための共同住宅の建 

設と障がい者に向けた居宅支援にとり組むこと

の重要性を早くから認識し、2000年に念願の

共同住宅建設に向けて、NPO法人格を取得し、

「特定非営利活動法人札幌・障害者活動支援セ

ンターライフ」が全体の運営について責任を持

つ体制に組織替えしスタートしてきました。今

年でNPO法人取得から10年、「ワープロフロ

アー」の設立から20年を迎えました。

　次に障がい者の社会的ニーズとして「行き場

がない」「一般就労もできない」そこで数人の

人たちが集まって必要な場として作業所ができ

てきました。しかし、80％の作業所が30年も

40年も同じところで同じことを漫然とやってき

たわけです。いわゆる福祉的就労という状態が

続けられてきました。

　何とか福祉的就労から脱皮していかなければ

と誰しもが考えてきました。そんなときに石澤

専務理事からNPO法人共同連との出会いで障害

の有無にかかわらず共に働く場である「共働事

業所づくり」の実現と「社会的事業所づくり」

（共同連の目標）を展望していきたいという考

え方が示されました。

　さらに、「第23回共同連全国大会」を、この

北海道で開催することは「共に生き、共に働く

場」づくりをめざしてきた仲間たちの未来を切

り拓く大きなチャンスになるのではないかとい

う期待についても提起がされました。

　ライフ内部で議論をしてきましたが、「共

働」ということについてスタッフの「指導員意

識」の克服と、共に働きながら賃金の違いにつ

いて議論の一致がなされないなど、内部に課題

として抱えてきたことも事実です。

　しかし、一般就労を考えたとき、健常者も含

めて多発する失業者、新卒就職難という状況

で、障がい者が労働市場に受け入れていくス

ペースがあるかというと、非常に困難で難し

い。そうなると、社会的な雇用だとか、あるい

は優先発注とか、いろいろな社会政策的なこと

を進めて行かざるを得ないと思っています。

　地方自治法の改正で物品購入や委託事業に対

して、優先発注とか随意契約ができるように

なったことから、上田札幌市政は障がい者に対

する社会政策として「札幌障がい者協働事業」

「元気ショップ」「元気ジョブ」等、積極的に

障がい者雇用の拡大にとり組んでいます。

　NPO法人ライフもこの制度をより積極的に活

用し、障害のある人もない人も共に働く「共働

事業所（自分たちで働く場をつくる）」を開設

してとり組んできました。この活動の原点は、

「障がい者は指導される対象」から「対等の関

係で共に働く場をめざす」という障がい当事者

運動として進められてきたものであり、「共に

生き、共に働く場づくり」運動は、障がい者の

地域における自立を支援する「場」としての役

割を、より明確にしていくものとして、さらな

る支援策を強く望むものです。

　この20年間を振り返って、何度か意識の違い

から意見の相違や対立、財政的問題、組織崩壊

の危機など紆余曲折しながら乗り切ってきまし

た。いろんな困難が待ち伏せていますが、私た

ちのめざす方向は明確になってきていると思っ

ています。いまの複雑化した経済構造では、一

般企業にだけ就労の場を求めるだけではなく、

作業所の側から「共働事業所」の実践を通じ

て、一般企業の側に対して障がい者を受け止め

ていく「新しい就労の場」のあり方について理

解を求めていければと思っています。
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　今回、行われた参議院議員選挙で２件の知的

障がい者を利用した、選挙違反（投票干渉）事

件がありました。栃木県と山梨県で同じような

記事があったので、今回は最初に見た栃木の事

件のHPの記事を引用して、私の意見を書きま

した。

　去る７月11日に行われた投開票の参院選で、

知的障害のある従業員らに、特定候補への投票

を働きかけたとして栃木県警は13日、食用油精

製会社「吉川油脂」社長吉川勲容疑者（66）を公

職選挙法違反（投票干渉）容疑で逮捕した。

「同意を得てやった」と容疑を否認していると

いう。逮捕容疑は11日朝、同市の投票所で、男

性従業員23人に、栃木選挙区の候補者名と比例

代表の届け出をした政党名を書いたメモを渡

し、投票所内で監視しながら投票させたとして

いる。同社従業員約80～90人の半数が知的障害

者で、県に「障害者雇用優良事業所」として表

彰されたこともあるという。県警によると、23

人の多くは知的障害者で11日は吉川容疑者がバ

スを用意して投票所まで送迎したという。

〈yahooニュースより抜粋〉

配信元【吉村周平】7月13日21時27分配信毎日新聞

　未だにこんなことが起こっているなんて！今

回の参議院議員選挙にたねやのあるメンバーも

ご両親と投票に行ったそうです。聞いた話です

が、選管の方がサポートして、指で指した候補

者名を、投票用紙に書いてもらったみたいで

す。こういう人達は知的障害者が、判断能力が

ないと思っている人が多い！

　私たち知的障がい者だってはっきり意思表明

はできるし、はっきり言葉で話せない人でも好

き嫌いをうなずいたり、首を横に振ったり手足

を動かしたりして、それぞれ意思表明をするこ

とはできるはずです。私はこの会社のHPの写

真を見ての感じですが、たぶん会社の敷地内

に、知的障がい者用住宅が併設しているように

見えます。こうやって障がい者を24時間365日

社長が近くにいる状況では、自分の意見を言え

る雰囲気ではないと思います。この社長が障が

い者のことを考えているなら、住宅はもっと生

活しやすい場所にあるはずだし知的障がい者以

外の一般従業員と同じような環境でもかまわな

いはず！「この会社のHPには一般従業員のこ

とはほとんど出てきません。」もしHPを普通

の人が見たら、障がい者に理解がある県にも表

彰された奇特な会社だ！と思う。

　でも私たち障がい者当事者からしたら、会社

の敷地の隅に住まわせて、いつでもサービス残

業させられるし、管理されるし、障がい者が

いっぱい働いていますといってHPで紹介され

ている。この悔しさ！

　私が特別かもしれないが、特に軽度の知的障

がい害者はできるだけみんなと同じように過ご
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初めてのそうめん営業
増田　真理子

　私は、初めてそうめんの営業に行きました。行

った日は７月１日(木)です。その日は木曜日お休

みの日でしたけどそうめんの営業に行く事になり

ました。仕事を終わったら３時休憩をして、３時

15分になったら車に乗って豊明高等養護学校に行

きました。

　私は久しぶりの豊明高等養護学校に来ました。

まずは職員室でそうめんの営業をして先生たちが

そうめんとひやむぎを買っていました。知ってい

る先生も知らない先生もいました。そうめんは３

個ひやむぎは５個買ってくれてうれしかったで

す。帰った時豊明の生徒に会ってあいさつをしま

した。そして先生たちとお別れして車に乗ってた

ねやに帰りました。久しぶりに豊明高等養護学校

に行ってうれしかったです。天気が悪かったけど

ちょっと緊張したけど、楽しかったです。また

豊明のそうめんの営業またいきたいです。

よく売れたソーメン営業
小野寺　貴彦

　豊明に着いてからすぐに販売して、ソーメンと

ひやむぎ売れてびっくりしました。

そうめんの営業について
大島　隆也

　７月１日にそうめんの営業をするため豊明に行

きました。初めての営業で、緊張しました。僕が

お世話になった先生が４人ぐらいいました。僕

は、説明が苦手で少し不安でしたが頑張りまし

た。次回の営業も楽しみですたくさん売れて良か

ったです。

緊張した！そうめん営業
宮澤　智成

　豊明にそうめんのチラシをもっていったこと初

めはきんちょうがしてなかなか大きな声がだせま

せんでした。でも、少しづつ少しづつそうめんの

仕事を着々と頑張りました。そうめんの営業の仕

事が楽しくなり緊張もなくなりました。

高橋　佑直
　始めまして。私は高橋佑直ですよろしく

お願い致します。

　趣味は読書とスポーツ観戦(特に野球、と

サッカー、バスケットボール、プロレス)で

す。ライオンズとファイターズとコンサド

ーレとレラカムイのファンです。

　北海道に短い夏がやってきました。今年もライフでは島原の手延素

麺の販売をはじめました。たねやではそうめんの営業に出ています。

　今月はメンバーのそうめん営業の報告をします。みなさん、残り少

ない夏をライフの島原手延べそうめんで乗りきりましょう。  

夏真っ盛り!
そうめん営業 大繁盛

山本さんの夏の過ごし方
「たねや」で夏を振り切って！

山本　守一
　夏といえば「たねや」では、島原の手延
べそうめんを食べて、さわやかなひと時を
過ごしてもらおうとチラシを折っています。
暑い外に出てポスティングをして「このそ
うめんがおいしいアピール」して、そうめ
んの中に氷を入れて冷たくしてこの暑さを
ぜひ、のりきってください。
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※本原稿は、株式会社ナイスの了解を得て同社が発行している「なび」７月号より転載させて頂きました。
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　参議院選挙が真最中。争点が消費税になって

いく事は大賛成。亭主は、かつてアドボケイト

で「消費税を15％にして、福祉目的税に」と

主張したこともあり、増税論者です。その議論

はまたの機会に譲り、７月３日開催された北海

道地域生活定着支援センター開設記念－地域生

活定着支援事業研修会で聞いてきた講演の感想

を書きます。

　この事業は、「刑務所などの矯正施設を出所

した高齢者、障がい者の社会的復帰を支援す

る」ことを目的としたものです。講師の一人、

山本譲司さんは元衆議院議員で、秘書給与詐取

事件で懲役１年６カ月の判決を受け獄中生活を

体験。その体験をもとに「障害のある受刑者の

出所後のシェルター」作りなど、支援活動に携

わっている。著書に「獄窓記」「累犯障害者」

等がある。山本さんは、自らの体験やその後の

支援活動などで感じていることを語った。「身

元引受人がいない受刑者が多い。そのため仮釈

放ではなく満期出所が多い」こと。「窃盗など

幾つかの軽犯罪を繰り返し、逮捕→入所→満期

出所→再び窃盗→逮捕→入所」を繰り返す人が

多いこと。そういう人の多くが、知的障害や発

達障害、精神障害であり、福祉のサービスを受

けていない人であることに、大きなショックを

感じたと語っていた。

　2008年に新たに刑務所に入所した人28,963

人のうち、知的障害と判定された人は237人、

人格障害161人、神経症387人、その他の精神

障害1,214人。検査による判定でIQが49以下と

された人1,232人（４％）、50～59が1,742人（６％）、

60～69が3,729人（13％）、70～79が6,726人

（23％）、80～89が7,039人（24％）となっている。

ボーダーの人も含めると、刑務所に入所してい

る50％を超える人が何らかのハンディを持っ

ていることになる。知的障害で初めての入所は

29％の人で、７割以上は複数入所経験者であ

る。10回以上の入所経験者は10.7％もいる。

（統計は、法務省「矯正統計年報」2009年版）

　また、刑務所に入る一人の入所者にかかる年

間予算は1500万円だという。ILO（国際労働機

関）は日本の懲役刑が「強制労働にあたるのではな

いか」と批判している。まして、その懲役で得

る報酬は、2008年度で月約4,200円だという。

　福祉の貧困が、累犯障害者をつくり、「自

立」の名による「孤立化」がすすんでいると、

山本さんは訴える。そして、障害者を福祉施設

に抱え込むのではなく、地域で暮らす場を、地

域で働く場を作ることが最も重要なことだと

語っていた。

　社会から排除され、矯正施設（刑務所等）で

管理支配され、シャバに出てくると福祉に縛ら

れていくんじゃ、何が「健康的で文化的な生

活」なんだろうか？

　福祉を生業にするものとして、様々な困難を

抱える人たちと共に働く「社会的事業所」の創

出が一刻も早く求められていることを、強く感

じた１日でした。  (７月８日記)

亭 主　　石 澤　利 巳 （ＮＰＯライフ　専務理事）

　このページは、社会的雇用、社会的就労等を考えるコーナーです。といいながら、かなり
私的な色彩を帯びることをお断りしておきます。また、「亭主」などと呼ばれたこともない
私めが、俗世間の旦那衆一般の呼び名を生意気にも冠にさせていただいたのは、ライフ発祥
の地・西区二十四軒に構える拠点の名称を「傍楽亭」【働くという言葉の語源には、傍（はた）
が楽になる、という言葉の意味がある。反対語／傍迷惑】としたことに由来します。文字通
り、地域の人々に必要とされることを目的に活動する集団です。

＜困難を抱える人に、福祉施策だけではなく雇用施策を＞
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        　￥

        　　

　　　　　                              

○なつかしの味

         いちごミルク　￥

○カテキンパワー
         緑茶オーレ　　￥

○ワタミファームの
   有機アイスクリーム
　　　　　                              

カフェで大人気の大福セット

お茶とセットでお得な 250円

夏は、ずんだあんの「枝豆ごろごろ」

がおすすめです。

ほっとひと息しませんか？

夏のおやつに!!

300300

300300

250250

　 暑～い日が続いています。これから夏休みの方もいることでしょう。北海道の短い夏を

楽しんでいますか？ でも、夏の空も変わりやすく、急に寒くなったりして体調を壊しやす

い季節でもあります。皆さん、健康管理には気をつけていると思います。

　カフェで働く私たちは夏バテ知らず。食材には有機のものにこだわって、安心・安全を心

がけていますが、とっておきの秘訣があります。それはよく笑うことです。（＾ｖ＾）

　私たちは、よく食べる、よく動く、よく笑います。

   忙しくて大変な時もありますが、みんな助け合って共に仕事をしています。

   これからも笑顔のたえないカフェとしてきばります!!

鈴木　昭子

　６月下旬から７月に入り、夏らしい日が続いたので、冷たいアイスコーヒーやゆずジュースなど

のお飲み物がよく出ます。そして、利用するお客様もホールを利用する方だけではなくて、お部屋

を利用する方々からの配達も増えて、定着してきたのでうれしいです。

　私はというと、やはり毎日エルプラザの中で行なわれたり、利用するお部屋の関係などでお客様

の流れも日々ちょっとずつ違います。

　でも、近頃感じているのは、忙しい時のほうが動いている気もして、働いている！という感じが

します。とにかく、今は日々が充実していて楽しいです。

最近のカフェは

夏 の　　　　　メニュー新

夏、真っ盛り
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編集後記
　参議院選挙が終わり、少し静かになりました。選
挙では消費税についての話題が争点のようなものに
なりました。しかし、具体的な議論はこれからで
す。日本の現状はどうなっているのか。そして、ど
のような国を作ろうとしているのか、そのために議
員は何を考えているのか。国民は何をしなければい
けないのかをきちんと議論しなければいけないと思
います。消費税を上げるのは誰も望みません。しか
し、医療や福祉の充実は望み、国が抱える借金は望
まないなんて勝手すぎますよね。ならば、どうする
のか…皆さんは投票しましたか？（たけ）

　赤坂はなさんの日々の生活と就職活動の

様子を追ったDVD『はながゆく』。

車椅子で言語コミュニケーションが難しい

彼女だが、時にシェアハウスの管理人とし

て働き、時に大学の講師として生徒の前に

立つ。

　他にどんな活動をしているかは見てのお

楽しみですが、障がいのある方の仕事に対

する情熱を何とかしたいと考える私たちか

らして見れば、その就職活動一つ一つが驚

きであり、新たな方向性を見つける鍵とな

るものでした。

　また、私的には本編だけではなく、ヘル

パーさんからのメッセージも是非見てほし

い部分の一つです。やはり本編の45分の中

では表現しづらかった部分や、はなさん自

身の動きがヘルパーさんを通してより現実

的なものとして感じることができると思い

ます。

きばりや　岡田　悟

ご協力ありがとうございますご協力ありがとうございます

阿達　まさ子 様

北海道ワーカーズ・コレクティブ連絡協議会 様
大　谷　　強 様
河合　健彦 様

賛同会費

アドボケ購読料

維持会費

鐘ヶ江　寿美子 様
石澤　利夫 様
菅原　昌子 様
山本　昭彦 様

寄 付 金

　　アドボケイト　文月号（第116号）
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〒063-0812 札幌市西区琴似２条５丁目３-５マンションモモ１Ｆ

編集人/ＮＰＯ法人札幌・障害者活動支援センターライフ
事務局長　我妻　武

TEL 011-614-1873　FAX 011-613-9323

発行人/北海道身体障害者団体定期刊行物協会
細川　久美子

〒063-0868 札幌市西区八軒８条東５丁目４-18

Ｅ-mail　npolife@beach.ocn.ne.jp
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藤本　和男 様
高橋　秀樹 様
酒　井　　緑 様

・本編：はながゆく(45分) 
・特典映像つき
・本編：はながゆく(45分) 
・特典映像つき

・DVD購入 個人価格 ￥5,000
　 法人価格 ￥20,000

「赤坂はな」さん21歳、
　　　ただ今、就職活動中

牛タンカレー
共同連
宮城大会
開催記念

仙台名物  牛タンカレー｢桜蔵(さくら)｣

好評

発売
中!!

好評

発売
中!!

１人前 １８０ｇ　６５０円１人前 １８０ｇ　６５０円

ワインでじっくり煮込んで仕上げた本格
カレー(限定200食)
デミグラスソースみたいなルーで、牛タン
マッシュルーム、きのこ、トマトピューレ
が入っております。

誠に勝手ながらライフは8/16(月)にお盆休み
を頂きますので、ご連絡は8/17日(火)以降に
お願いいたします。(繭結は除く)

お知らせ


